
考
え
て
見
れ
ば
、
こ
の
世
に
生
を
受
け
て
わ
ず
か

に
十
年
の
後
に
、
わ
た
し
は
こ
の
男
に
出
合
っ
た
こ

と
に
な
る
。
爾
来
半
世
紀
の
長
き
に
わ
た
っ
て
、
交

流
を
続
け
て
い
る
。

マ
ラ
ソ
ン
ラ
ン
ナ
ー
の
よ
う
な
長
距
離
型
交
友
。

仕
事
で
は
、
大
学
を
出
て
か
ら
ほ
ど
な
く
し
て
、
一

緒
に
会
社
を
つ
く
っ
た
り
、
学
習
塾
を
開
い
た
り
し

た
が
、
世
間
的
に
は
仕
事
上
の
お
付
き
合
い
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
そ
れ
も
た
か
だ
か
数
年
間
の
こ
と
で

あ
り
、
仕
事
以
外
の
と
こ
ろ
で
濃
密
な
付
き
合
い
を

し
た
と
い
う
こ
と
は
な
い
。

濃
密
と
い
う
な
ら
、
お
そ
ら
く
数
年
前
に
共
著
を

出
し
て
か
ら
今
日
ま
で
の
短
い
間
の
ほ
う
が
、
そ
れ

ま
で
の
数
十
年
よ
り
よ
ほ
ど
会
う
機
会
が
増
え
た
。

こ
の
数
年
間
に
、
こ
の
男
、
つ
ま
り
内
田
樹
は
見

る
見
る
現
代
思
想
界
の
寵
児
と
な
っ
た
。

も
と
も
と
、
余
人
を
も
っ
て
代
え
が
た
い
才
能
の

閃
き
、
知
識
の
蓄
積
は
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
の
で
、
む

し
ろ
そ
の
デ
ビ
ュ
ー
の
遅
さ
の
方
が
奇
異
な
感
が
あ
る
。

最
近
作
『
日
本
辺
境
論
』
は
、
内
田
樹
の
数
多
い

著
作
の
中
で
も
最
も
か
れ
の
面
目
が
躍
如
と
す
る
傑

作
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
（
わ
た
し
が
書
く
ま
で
も

な
く
、
早
く
も
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
て
い
る
）。

同
書
は
、
い
わ
ば
心
理
学
的
地
政
学
、
あ
る
い
は

地
政
学
的
心
理
学
と
い
う
も
の
で
、
民
族
・
血
統
の

問
題
と
は
何
の
か
か
わ
り
も
な
い
。
キ
ー
ワ
ー
ド
で

あ
る
辺
境
と
は
国
家
的
集
団
が
採
用
し
、
あ
る
い
は

不
可
避
的
に
採
用
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
集
団
的
心

理
の
立
ち
位
置
を
解
明
す
る
た
め
に
導
入
さ
れ
た
補

助
線
の
よ
う
な
も
の
で
、
こ
の
補
助
線
に
よ
っ
て
わ

た
し
た
ち
は
実
に
あ
り
あ
り
と
己
の
似
姿
を
発
見
す

る
こ
と
に
な
る
。

上
記
は
、
わ
た
し
が
ブ
ロ
グ
に
書
い
た
『
日
本
辺

境
論
』
論
の
抜
粋
で
あ
る
。

内
容
の
面
白
さ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
内
田
樹
の

思
想
の
特
筆
す
べ
き
吸
引
力
は
、
そ
れ
が
「
文
体
の

あ
る
思
想
」
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
よ
く

あ
る
学
者
の
無
味
乾
燥
な
文
章
と
は
違
っ
て
、
そ
こ

に
は
生
身
の
人
間
が
発
す
る
体
温
や
、
息
遣
い
が
聞

こ
え
る
。
そ
こ
に
独
特
の
ユ
ー
モ
ア
と
軽
み
が
う
ま

れ
れ
ば
、
そ
れ
は
ひ
と
つ
の
芸
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
本
年
よ
り
、
ラ
ジ
オ
デ
イ
ズ
に
お
い

て
内
田
樹
と
の
対
談「
た
ぶ
ん
月
刊『
は
な
し
半
分
』」

が
始
ま
っ
た
。
日
本
で
最
も
多
忙
な
大
学
教
授
を
、

毎
月
ス
タ
ジ
オ
に
呼
ぶ
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で

わ
た
し
が
か
れ
と
何
か
の
用
事
で
会
う
と
き
に
、
オ

リ
ン
パ
ス
の
リ
ニ
ア
P
C
M
レ
コ
ー
ダ
ー
と
い
う
兵

器
を
持
参
し
て
収
録
す
る
と
い
う
按
配
の
企
画
で
あ

る
。（
一
応
ス
ポ
ン
サ
ー
に
も
気
を
使
っ
て
い
る
）。

そ
れ
が
、
た
ぶ
ん
月
に
一
度
ぐ
ら
い
と
い
う
の
で
、

こ
の
タ
イ
ト
ル
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

最
近
、
内
田
樹
と
話
し
て
い
て
、
な
る
ほ
ど
こ
の

男
は
根
っ
か
ら
の
芸
人
で
も
あ
る
と
思
う
よ
う
に
な

っ
た
。
大
向
こ
う
の
通
人
の
存
在
は
勿
論
意
識
し
て

い
る
だ
ろ
う
。
同
時
に
、
最
前
列
に
い
る
フ
ァ
ン
に

対
す
る
サ
ー
ビ
ス
も
忘
れ
な
い
。
だ
か
ら
、
ど
ん
な

に
難
解
、
晦
渋
な
思
想
も
、
通
俗
的
な
感
覚
に
咀
嚼

し
直
し
て
語
る
こ
と
が
で
き
る
。
だ
か
ら
判
り
や
す

い
。
だ
か
ら
面
白
い
。

（
ラ
ジ
オ
デ
イ
ズ
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー　

平
川
克
美
）
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ラ
ジ
オ
デ
イ
ズ
は
、
文
芸
・
対
話
・
話
芸
を
三
本
の
柱
に
、

声
の
も
つ
魅
力
に
特
化
し
た
音
声
コ
ン
テ
ン
ツ
を
制
作
し
、

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
販
売
す
る
W
e
b
サ
イ
ト
で
す
。

飄
逸
で
含
蓄
の
あ
る
随
筆
、
瑞
々
し
い
感
性
の
横
溢
す

る
詩
歌
や
小
説
の
朗
読
、
個
性
的
な
対
話
者
た
ち
の
真
摯

な
言
葉
の
応
酬
か
ら
生
ま
れ
る
知
的
交
歓
、
粋
と
人
情
の

落
語
や
講
談
な
ど
な
ど
、
大
人
の
お
娯
し
み
に
た
え
る
魅

力
的
な
コ
ン
テ
ン
ツ
が
満
載
で
す
。

た
だ
い
ま
入
会
随
時
受
付
中
！

会
員
（
会
費
無
料
）
に
な
ら
れ
る
と
、
期
間
限
定
の
無
料
コ
ン
テ
ン
ツ

が
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。
サ
イ
ト
で
は
、
声
の
魅
力
を
凝
縮
し
た

コ
ン
テ
ン
ツ
の
す
べ
て
が
試
聴
で
き
る
ほ
か
、
演
者
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

や
コ
ラ
ム
な
ど
読
み
応
え
も
十
分
で
す
。
ど
う
ぞ
お
立
ち
寄
り
を
！

http
://w

w
w
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io

d
ays.jp

人
気
メ
ル
マ
ガ
で
お
な
じ
み
、
田
中

宇
氏
の
国
際
ニ
ュ
ー
ス
解
説
『
世
界

は
こ
う
読
め
！ 

Ⅰ
・
Ⅱ
』、
噺
家
・
瀧
川
鯉
昇
師
匠
の
癒
し
系
連
続
ト

ー
ク
『
鯉
昇
の
昼
寝
ま
く
ら
』、
ム
ッ
シ
ュ
か
ま
や
つ
さ
ん
や
、
最
後

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
な
っ
た
故
加
藤
和
彦
さ
ん
な
ど
、
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ

ン
に
お
話
を
伺
う
『
Ｍ
u
s
i
c 

T
a
l
k
』、
姜
尚
中
さ
ん
、
福
岡

伸
一
さ
ん
な
ど
知
的
な
ゲ
ス
ト
満
載
の
ラ
ジ
オ
番
組
の
番
外
編
『
ラ
ジ

街
プ
ラ
ス
１
』
が
好
評
。
さ
ら
に
、
気
鋭
の
映
画
評
論
家
が
現
代
を
表

象
す
る
人
気
漫
画
家
た
ち
と
濃
厚
な
知
的
交
歓
を
す
る
『
町
山
智
浩

の
、
漫
画
師
に
訊
け
！
』
が
毎
月
配
信
さ
れ
ま
す
。
脳
科
学
者
の
茂
木

健
一
郎
さ
ん
が
美
術
評
論
家
の
橋
本
麻
里
さ
ん
と
歩
き
な
が
ら
ニ
ュ
ー

ロ
ン
の
発
火
の
ご
と
く
言
葉
を
紡
ぐ
シ
リ
ー
ズ
も
配
信
中
で
す
。

作
家
の
関
川
夏
央
さ
ん
、
小
沢
昭
一
さ
ん
、
詩
人

の
清
水
哲
男
さ
ん
な
ど
多
彩
な
解
説
者
を
迎
え
た

「
声
の
エ
ッ
セ
イ
」
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
評
判
。
ま
た
、「
声
の
詩
集
」

シ
リ
ー
ズ
で
は
、
女
優
烏
丸
せ
つ
こ
さ
ん
朗
読
、
詩
人
正
津
勉
さ
ん

ナ
ビ
ゲ
ー
ト
の
『
詩
人
の
愛
』
Ⅰ
・
Ⅱ
を
お
届
け
中
。
女
優
有
馬
稲

子
さ
ん
朗
読
の
『
水
仙
』
や
、
さ
ら
に
本
邦
初
と
な
る
落
語
家
・
入

船
亭
扇
辰
師
、
柳
家
三
三
師
朗
読
に
よ
る
江
戸
弁
で
聴
く
ゴ
ー
ゴ
リ

『
外
套
』『
鼻
』
も
発
売
中
。
そ
し
て
、
太
宰
治
生
誕
百
年
の
い
ま
、

松
平
定
知
さ
ん
、
山
根
基
世
さ
ん
な
ど
熟
練
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
朗
読
の

『
人
間
失
格
』『
斜
陽
』
他
も
聴
き
ご
た
え
十
分
で
す
。

ラ
ジ
オ
デ
イ
ズ
収
録
の
新
鮮
な
オ
リ
ジ
ナ
ル
音
源

約
三
百
本
を
お
届
け
中
。
時
代
に
磨
か
れ
た
古
典

を
自
家
薬
籠
中
に
現
代
に
演
じ
き
る
噺
家
た
ち
。
そ
し
て
、
時
代
の

流
が
れ
か
ら
湧
き
出
た
、
か
つ
て
語
ら
れ
た
こ
と
の
な
い
新
作
に
鎬

を
削
る
噺
家
た
ち
。
ラ
イ
ブ
音
源
だ
け
に
一
期
一
会
の
噺
に
出
会
え

ま
す
。
ま
た
、
す
っ
く
り
と
背
筋
の
伸
び
た
聴
き
ご
た
え
の
あ
る
講

談
は
第
二
、
第
四
金
曜
に
配
信
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
試
聴
ボ
タ
ン
を
。

〈
対
話
・
放
談
〉

〈
文
芸
〉

〈
話
芸
〉

「オリンパスモビー寄席」携帯用特別コンテンツ
モビー寄席特別コンテンツでは、モビー寄席やラジオデイズ落語会にご出演いただいた演者さんの情報や音源、
最新のラジオデイズイベント情報が携帯電話からお楽しみいただけます。

個人の方から法人のお客様まで自分専用の携帯サイトを簡単に開設することができます。用途に応じて、クーポン作

成やメルマガ配信などのプランもご用意しました。お申し込みは、PCから http://pdh.mobee.jpにアクセス！

ラ
ジ
オ
デ
イ
ズ
の
窓
か
ら

日
差
し
の
明
る
さ
に
春
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
、

梅
の
花
も
ほ
こ
ろ
び
て
き
ま
し
た
。
二
月
は
、
人
の

一
年
の
営
み
が
始
ま
る
事
始
め
の
月
。
年
始
か
ら
怠

け
癖
が
出
て
い
た
向
き
に
は
新
た
な
仕
切
り
直
し
の

好
機
で
す
。
ま
ず
は
体
力
づ
く
り
に
歩
い
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
。
ラ
ジ
オ
デ
イ
ズ
で
は
、
脳
内
の

セ
ロ
ト
ニ
ン
活
性
に
効
果
の
あ
る「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・

セ
ラ
ピ
ー
」
や
、
な
が
ら
聴
き
の
で
き
る
お
楽
し
み

コ
ン
テ
ン
ツ
満
載
で
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

左のQRコードを携帯のカメラで読み取り、
メールを立ち上げて撮影写真を添付し送信。

※ドメイン指定受信の設定をされている方は、
mobee.jp を追加してください。

月刊ラジオデイズ各号の1ページ目『この人
の声が聴きたい』の丸抜き写真、見開きペー
ジの落語家さんのプロフィール写真を撮影、
メールに添付して送信すると、アクセス先
URLが記載されたメールが返信されてきます。

バーコードで簡単アクセス！

Mobee（モビー）とは？
オリンパス（株）とホスティング・アンド・セキュリティ・インクの共同開発によ
る、携帯サイト作成ツールと先進の画像認識技術によるサイトアクセス方法を月
あたり263円～という低価格でご利用いただける携帯サイト作成サービスです。

p@mobee.jp

人
の
俥
屋
か
ら
乗
り
換
え
た
が
、
韋
駄
天
ど
こ
ろ
か

言
語
を
絶
す
る
走
り
屋
だ
っ
た
…
…
。
い
つ
も
な
が

ら
デ
フ
ォ
ル
メ
さ
れ
た
人
物
描
写
で
爆
笑
を
と
る
遊

雀
師
匠
、
歴
史
的
な
名
録
音
が
録
れ
ま
し
た
よ
。

ト
リ
は
も
ち
り
ん
、
オ
タ
ク
と
言
え
ば
こ
の
人
の

前
に
出
る
者
は
な
い
小
ゑ
ん
師
匠
、
鉄
博
で
演
じ
る

こ
と
が
で
き
る
栄
誉
に
涙
に
む
せ
び
つ
つ
？　

登
場

で
す
。
ネ
タ
は
今
日
の
日
の
た
め
に
産
み
育
て
て
き

た
十
八
番
の
『
鉄
の
男
〜
鉄
博
バ
ー
ジ
ョ
ン
』。
オ
タ

ク
噺
の
原
点
と
言
っ
て
も
過
言
で
な
い
自
作
の
名
作

で
す
。
鉄
道
に
命
を
か
け
、
人
生
そ
の
も
の
と
な
っ

た
男
た
ち
、
鉄
道
の
あ
る
風
景
を
も
あ
る
べ
き
美
し

さ
に
代
え
て
し
ま
う
と
い
う
壮
大
な
物
語
に
大
拍
手
。

い
や
ー
、
落
語
っ
て
ほ
ん
と
う
に
オ
モ
シ
ロ
イ
！

幸
せ
な
気
分
の
う
ち
に
鉄
道
博
物
館
の
日
は
暮
れ
ま

し
た
。　
　
　
　
　
　
　
（
ラ
ジ
オ
デ
イ
ズ
寺
和
尚
）

お
正
月
の
落
語
会

〜
鉄
博
寄
席
物

二
〇
一
〇
年
新
春
、
ラ
ジ
オ
デ
イ
ズ
の
落
語
会
は

鉄
道
オ
タ
ク
、
失
礼
鉄
道
フ
ァ
ン
の
メ
ッ
カ
鉄
道
博

物
館
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
鉄
道
博
物
館
と
ラ
ジ
オ

デ
イ
ズ
共
催
に
よ
る
新
企
画
で
そ
の
名
も
「
鉄
博
寄

席
」（
一
月
七
日
）、
デ
ィ
ー
プ
な
鉄
男
と
鉄
女
、
そ

し
て
新
し
も
の
好
き
の
落
語
フ
ァ
ン
が
大
集
合
で
す
。

出
演
は
、
東
京
落
語
界
き
っ
て
の
鉄
っ
ち
ゃ
ん
三

人
衆
、
柳
家
小
ゑ
ん
、
三
遊
亭
遊
雀
、
古
今
亭
駒
次
。

否
が
応
に
も
期
待
が
高
ま
り
ま
す
。

駒
次
さ
ん
が
持
ち
込
ん
で
き
た
ロ
ー
カ
ル
鉄
道
会

社
の
社
歌
を
集
め
た
C
D
を
ネ
タ
に
し
た
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
ト
ー
ク
に
続
い
て
、
そ
の
駒
次
さ
ん
が
ト
ッ
プ

を
務
め
ま
す
。
ネ
タ
は
そ
の
筋
の
方
々
に
は
ご
存
知

『
戦
国
鉄
道
絵
巻
』
江
戸
東
京
を
舞
台
に
J
R

連
合
と
私
鉄
連
合
の
合
戦
の
幕
開
き
で
す
。

時
々
刻
々
変
化
す
る
戦
況
に
手
に
汗
握
る
新

作
落
語
の
傑
作
が
誕
生
し
ま
し
た
よ
。

続
い
て
登
場
は
遊
雀
師
匠
、
た
っ
ぷ
り

と
鉄
博
に
因
ん
だ
マ
ク
ラ
を
振
っ
た
後
、

お
得
意
の
『
反
対
俥
』。
汽
車
の
時
間
に
間
に
合
わ

そ
う
と
人
力
俥
に
乗
っ
た
男
、
走
る
に
走
ら
な
い
病

ラ
ジ
オ
の
街
で
逢
い
ま
し
ょ
う

ラ
ジ
オ
デ
イ
ズ
で
は
、
声
と
語
り
の
魅
力
を
求
め
て
、
深
夜
の
ラ
ジ
オ
番
組
も

制
作
・
放
送
し
て
い
ま
す
。

お
相
手
は
、
ラ
ジ
オ
デ
イ
ズ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
平
川
克
美
、
菊
地
史
彦
、
伊

藤
博
、
大
森
美
知
子
が
務
め
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
放
送
分
は
、
ラ
ジ
オ
デ
イ
ズ

サ
イ
ト
に
て
ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ
放
送
中
。
さ
ら
に
、
ポ
ッ
ド
キ
ャ
ス
ト
で
も
配

信
中
で
す
。
ど
う
ぞ
真
夜
中
の
語
ら
い
に
耳
を
傾
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

h
ttp

://w
w

w
.rad

io
d

ays.jp

イ
ン
タ
ー
Ｆ
Ｍ
毎
週
日
曜
日
の
深
夜
23
時
か
ら
23
時
半
ま
で
。

今
後
の
放
送
予
定
（
深
夜
の
お
客
様
）

2
月
7
日　

桂　

平
治
（
落
語
家
）

　

14
日　

徳
山
喜
雄
（
カ
メ
ラ
マ
ン
）

　

21
日　

中
嶋　

廣
（
編
集
者
）

　

28
日　

四
元
奈
生
美
（
プ
ロ
卓
球
選
手
）

●
こ
れ
か
ら
の
落
語
会
開
催
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
●
ラ
ジ
オ
デ
イ
ズ
主
催

第
32
回
オ
リ
ン
パ
ス
モ
ビ
ー
寄
席

橘
家
文
左
衛
門
独
演
会

﹇
会
場
﹈

お
江
戸
日
本
橋
亭

﹇
木
戸
銭
﹈

2
8
0
0
円
（
前
売
2
5
0
0
円
）

﹇
時
間
﹈

午
後
6
時
45
分
開
演
（
午
後
6
時
15
分
開
場
）

◉
3
月
16
日
㊋

橘
家
文
左
衛
門
・
﹇
ゲ
ス
ト
﹈

鈴
々
舎
わ
か
馬

オ
リ
ン
パ
ス
モ
ビ
ー
プ
レ
ゼ
ン
ツ

「
フ
ジ
テ
レ
ビ
目
玉
名
人
会
」（
第
8
回
）

﹇
会
場
﹈

フ
ジ
テ
レ
ビ
・
マ
ル
チ
シ
ア
タ
ー
（
台
場
）

﹇
木
戸
銭
﹈

2
8
0
0
円
（
前
売
2
5
0
0
円
）

﹇
時
間
﹈

午
後
3
時
開
演
（
午
後
2
時
30
分
開
場
）

◉
4
月
10
日
㊏

三
遊
亭
歌
之
介
・
﹇
ゲ
ス
ト
﹈

ロ
ケ
ッ
ト
団

＊
ト
ー
ク
あ
り
。
司
会
・
塚
越
孝
＋
女
子
ア
ナ

※
ご
予
約
申
込
受
付
中
。
ラ
ジ
オ
デ
イ
ズU

RL http://radiodays.jp

も
し
く

は
、
予
約
受
付
専
用
電
話
：
〇
三
│
三
三
四
一
│
一
二
三
〇
よ
り
、
先
着
順
で
す
。

「声」と「語り」をダウンロード！
今 が 旬 の 音 声 コ ン テ ン ツ 満 載

http://www.radiodays.jp
今最もブッキング困難な役者を揃えた特別対談。

絶妙な話芸と目から鱗の文化対談をお届けします。

◉戦後落語論

そのほか、面白くて物凄い、朗読や落語がいっぱ
いです。ラジオデイズサイトにようこそ！
※ご購入や無料ダウンロードには会員登録（無料）が必要です。

新作落語の旗手、そして

教祖的存在である三遊亭

円丈に、新進の落語作家

本田久作がからむ。落語

ファン待望の新作落語黎

明期の真相話が炸裂。

三遊亭円丈

本田久作

◉戦後詩人論
戦後作家の中心的存在で

あり鋭利な批評家でもあ

る高橋源一郎が、生粋の

詩人にして川端康成賞の

小説家でもある小池昌代

と現代詩について話し合う。

高橋源一郎

小池昌代

◉戦後マンガ家論
脳生理学者であり京都漫

画ミュージアム館長でもあ

る養老孟司と小林秀雄賞

受賞の現代思想家内田樹。

マンガに一家言あるこの

ふたりが存分に語り合う。

養老孟司

内田樹

を
務
め
ま
す
。
ネ
タ
は
そ
の
筋
の
方
々
に
は
ご
存
知

』
江
戸
東
京
を
舞
台
に
J
R

連
合
と
私
鉄
連
合
の
合
戦
の
幕
開
き
で
す
。

時
々
刻
々
変
化
す
る
戦
況
に
手
に
汗
握
る
新

続
い
て
登
場
は
遊
雀
師
匠
、
た
っ
ぷ
り

と
鉄
博
に
因
ん
だ
マ
ク
ラ
を
振
っ
た
後
、

』。
汽
車
の
時
間
に
間
に
合
わ

し
た
。　
　
　
　
　
　
　
（
ラ
ジ
オ
デ
イ
ズ
寺
和
尚
）

yu
ja

k
u

yu
ja

k
u

こ
の
人
の
声
が
聴
き
た
い
◉
2
月

脚
下
の
思
想
家

内
田
樹
さ
ん
（
思
想
家
）

k
o

m
a

ji

「オリンパスモビー寄席」携帯用特別コンテンツ

し
た
。　
　
　
　
　
　
　
（
ラ
ジ
オ
デ
イ
ズ
寺
和
尚
）

yu
ja

k
u

k
o

e
n



速
記
本
、
落
語
の
台
本
と
い
う
も
の
は
、
お
そ
ら

く
芝
居
の
台
本
を
真
似
て
書
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
、

台
詞
の
頭
に
役
名
を
付
け
る
の
が
慣
例
と
な
っ
て
い

る
。
つ
ま
り

八
五
郎
「
こ
ん
に
ち
は
」

隠
居
「
お
や
、
八
っ
つ
ぁ
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
ま
ぁ
ま
、

こ
っ
ち
へ
お
上
が
り
」

と
い
う
具
合
だ
。

た
し
か
に
こ
の
方
が
読
む
人
に
と
っ
て
は
わ
か
り

や
す
い
。
こ
う
い
う
風
に
書
い
て
あ
る
と
、
こ
の
た

っ
た
二
つ
の
台
詞
だ
け
で
、
八
五
郎
が
隠
居
の
家
を

た
ず
ね
て
き
た
こ
と
が
す
ぐ
に
わ
か
る
。
だ
が
、
落

語
と
は
本
来
そ
う
い
う
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
が
芝

居
で
あ
れ
ば
、
A
と
い
う
役
者
が
八
五
郎
を
演
じ
、

B
と
い
う
役
者
が
隠
居
を
演
じ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
そ
れ

ら
し
い
扮
装
も
す
る
し
、
隠
居
の
家
が
舞
台
の
上
に

し
つ
ら
え
て
も
あ
る
。
だ
か
ら
右
記
の
よ
う
に
台
本

を
書
く
の
が
正
し
い
。
と
こ
ろ
が
落
語
は
一
人
の
噺

家
が
八
五
郎
も
隠
居
も
演
じ
る
。
だ
か
ら
い
き
な
り

誰
か
が
「
こ
ん
に
ち
は
」
と
言
っ
た
と
こ
ろ
で
、
そ

の
人
が
誰
な
の
か
は
聞
い
て
い
る
方
に
は
ま
だ
わ
か

ら
な
い
。
そ
の
台
詞
を
受
け
て
「
お
や
、
八
っ
つ
ぁ

ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と
隠
居
が
言
う
か
ら
こ
そ
、
よ
う

や
く
「
こ
ん
に
ち
は
」
と
言
っ
た
の
が
八
五
郎
で
あ

る
こ
と
が
判
明
す
る
。
し
か
し
、「
お
や
、
八
っ
つ

ぁ
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と
言
っ
た
の
が
誰
な
の
か
は
、

こ
の
時
点
で
は
ま
だ
わ
か
ら
な
い
の
だ
。
今
度
は

八
五
郎
の
方
が
「
隠
居
さ
ん
、
久
し
ぶ
り
で
す
ね
」

と
で
も
言
わ
な
い
か
ぎ
り
、
八
五
郎
の
相
手
が
誰
な

の
か
は
い
つ
ま
で
経
っ
て
も
わ
か
ら
な
い
ま
ま
で
あ

る
。こ

れ
と
は
反
対
に
「
お
い
、与
太
郎
」「
何
だ
い
？
」

と
い
う
や
り
方
も
あ
る
。「
与
太
郎
」
と
呼
び
か
け

て
こ
た
え
る
か
ら
、
こ
た
え
た
奴
が
与
太
郎
だ
と
知

れ
る
の
だ
。
つ
い
で
に
「
何
だ
い
、
棟
梁
」
と
与
太

郎
が
言
え
ば
、
与
太
郎
に
声
を
か
け
た
の
が
棟
梁
で

あ
る
こ
と
も
わ
か
る
。

落
語
で
は
こ
の
よ
う
に
登
場
人
物
は
す
べ
て
当
人

以
外
の
人
の
台
詞
に
よ
っ
て
そ
の
人
が
誰
な
の
か
が

判
明
す
る
よ
う
に
で
き
て
い
る
。
だ
か
ら
、
台
詞
の

頭
に
役
名
を
付
け
る
の
は
落
語
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の

台
本
に
は
そ
ぐ
わ
な
い
。
さ
ら
に
、
新
作
落
語
を
書

く
時
に
台
詞
に
役
名
を
付
け
る
と
次
の
よ
う
な
安
易

な
台
本
ま
で
成
り
立
っ
て
し
ま
う
。

火
星
人
「
こ
ん
に
ち
は
」

隠
居
「
う
わ
ー
、
な
、
何
も
の
だ
、
お
前
は
」

芝
居
の
台
本
で
あ
れ
ば
こ
れ
で
も
よ
い
。
火
星
人

の
扮
装
を
し
た
役
者
が
隠
居
の
家
を
訪
れ
れ
ば
、
そ

り
ゃ
あ
隠
居
は
驚
く
だ
ろ
う
。
だ
が
、
落
語
の
台
本

で
は
こ
の
よ
う
に
書
い
て
は
い
け
な
い
。
隠
居
の
台

詞
に
よ
っ
て
相
手
が
火
星
人
で
あ
り
、
な
お
か
つ
そ

の
火
星
人
は
見
て
驚
く
に
値
す
る
ほ
ど
奇
怪
な
格
好

を
し
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

同
様
に
速
記
本
で
も
役
名
は
要
ら
な
い
。
も
し
も

役
名
が
付
い
て
い
な
い
こ
と
で
そ
の
台
詞
は
誰
が
言

っ
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は

実
際
に
そ
の
落
語
を
目
の
前
で
演
ら
れ
て
も
わ
か
ら

な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
台
詞
だ
け
で
は
仕
草
が
見
え

な
い
が
、
ほ
と
ん
ど
の
落
語
は
仕
草
が
見
え
な
く
て

も
理
解
で
き
る
。
で
な
け
れ
ば
あ
れ
ほ
ど
多
く
の
落

語
の
C
D
が
発
売
さ
れ
て
い
る
は
ず
が
な
い
。

私
は
落
語
の
速
記
本
の
台
詞
の
頭
に
役
名
を
付
け

る
の
は
無
駄
以
上
に
邪
魔
だ
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ

は
私
の
発
見
だ
と
長
ら
く
思
っ
て
い
た
の
だ
が
、
そ

う
で
は
な
か
っ
た
こ
と
に
最
近
気
づ
い
た
。
私
が
そ

う
思
っ
た
よ
り
も
何
十
年
も
早
く
に
安
藤
鶴
夫
が

『
わ
が
落
語
鑑
賞
』
で
や
は
り
台
詞
の
役
名
を
取
っ

払
っ
て
い
る
の
だ
。
こ
う
い
う
と
こ
ろ
は
、
ア
ン
ツ

ル
先
生
、
さ
す
が
で
あ
る
。

◉
ほ
ん
だ
・
き
ゅ
う
さ
く

一
九
六
〇
年
大
阪
府
生
。
落
語
作
家
。
二
〇
〇
二
年
の
「
仏
の
遊
び
」
が
国
立
演
芸
場

台
本
募
集
佳
作
受
賞
以
来
、
落
語
、
漫
才
な
ど
新
作
台
本
関
係
の
賞
を
毎
年
総
ナ
メ

の
業
界
注
目
の
新
進
作
家
。
主
な
受
賞
作
「
玉
手
箱
」（
国
立
演
芸
場
台
本
募
集
優
秀

作
）、「
儂
の
葬
式
」「
按
摩
の
夢
」「
幽
霊
蕎
麦
」（
い
ず
れ
も
落
語
協
会
優
秀
賞
）
な
ど

明う

る

さ烏
い
話

連
載
第
35
回　
　
　
　
　
　

本
田
久
作

壱

『
た
ら
ち
ね
』

池
袋
演
芸
場
で
の
初
高
座
で
し
た
。
二
つ
目
時
代
の
八
朝
兄
さ
ん
に

習
っ
て
二
週
間
で
必
死
で
覚
え
た
の
で
す
が
、
出
の
前
に
文
太
さ
ん

が
楽
屋
で
「
元
気
よ
く
や
れ
」
と
言
っ
て
く
れ
た
の
で
、
勇
ん
で
出

た
も
の
の
、
頭
が
真
っ
白
に
な
っ
て
噺
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

仕
方
な
く
「
も
う
一
度
勉
強
し
て
き
ま
す
」
と
い
っ
て
高
座
を
下
り

た
の
で
す
が
、
あ
と
で
「
お
ま
え
は
文
楽
か
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

弐

『
柳
田
格
之
進
』

楽
屋
で
働
き
な
が
ら
、
さ
ん
喬
師
匠
の
高
座
を
聴
い
て
い
た
ら
鮮
や

か
に
情
景
が
浮
か
ん
で
き
て
「
あ
あ
、
い
い
噺
だ
な
あ
」
と
思
っ
た

け
れ
ど
も
、
誰
か
が
不
幸
に
な
る
噺
は
ど
う
し
て
も
納
得
で
き
な
い
。

大
好
き
だ
け
れ
ど
も
、
大
嫌
い
な
噺
と
い
え
る
で
し
ょ
う
か
。

参

『
替
り
目
』

あ
た
り
ま
え
の
生
活
の
中
に
夫
婦
の
情
感
が
感
じ
ら
れ
て
好
き
な
噺

で
す
。
ふ
だ
ん
寄
席
で
聴
け
る
軽
い
滑
稽
噺
の
良
さ
は
、
お
で
ん
の

具
で
美
味
し
い
の
に
当
た
っ
た
と
き
の
よ
う
な
う
れ
し
い
感
じ
。

私
の　
　
　

ば
な
し　

参
拾
参

林
家
し
ん
平

讃
大

目
は
か
す
む
し
耳
は
遠
く
な
る
、
年
は
と
り
た
く

な
い
も
ん
だ
、
と
ぼ
や
く
わ
り
に
し
っ
か
り
し
て
い

る
落
語
「
看
板
の
ピ
ン
」
の
隠
居
み
た
い
な
人
も
出

て
く
る
が
、
落
語
で
も
講
談
で
も
「
老
い
」
は
な
か

な
か
ス
ト
レ
ー
ト
に
、
か
つ
ク
ー
ル
に
容
赦
な
く
描

か
れ
て
い
る
。

講
談
の
「
水
戸
黄
門
」
で
、
水
戸
光
圀
は
、
自
分

の
健
康
に
つ
い
て
、

古
家
の
造
作

と
い
う
下
世
話
な
比
喩
を
用
い
て
い
る
。
こ
れ
は
、

古
い
家
を
リ
フ
ォ
ー
ム
し
よ
う
と
す
る
と
、
な
ん
だ

か
ん
だ
と
傷
ん
だ
箇
所
や
不
具
合
が
目
に
つ
く
も
の

で
、
結
局
費
用
や
手
数
が
か
か
る
も
の
だ
、
と
い
う

意
味
で
、
見
た
目
が
が
ら
り
と
改
ま
る
わ
け
で
も
な

い
の
に
時
間
と
費
用
ば
か
り
食
う
こ
と
を
皮
肉
っ
た

言
葉
な
の
だ
が
、
こ
れ
を
ご
老
公
は
、「
年
を
と
る

と
あ
ち
こ
ち
ガ
タ
が
き
て
、
療
治
に
手
間
ば
か
り
か

か
っ
て
か
な
わ
ん
よ
」
と
い
う
ぼ
や
き
に
比
喩
と
し

て
用
い
て
い
る
わ
け
だ
。

自
分
の
歳
を
老
る
の
は
分
ら
ね
へ
が
人
を
見
る
と

驚
く
や
う
だ
（
講
談
「
富
蔵
藤
十
郎
」）

と
い
う
よ
う
に
、
同
い
年
く
ら
い
の
人
が
む
や
み
に

老
け
て
き
た
の
を
発
見
し
て
、
初
め
て
自
分
の
身
に

も
老
い
が
忍
び
寄
っ
て
い
る
の
を
知
る
場
合
も
あ
る
。

な
か
に
は
、「
赤
穂
義
士
伝
」
に
出
て
く
る
堀
部

弥
兵
衛
の
よ
う
に
、

年
は
老
っ
て
も
勇
士
と
鐵
は
朽
ち
ぬ

と
い
う
よ
う
な
、
年
齢
を
知
ら
ぬ
強
者
の
爺
も
い

る
の
だ
が
、
た
と
え
武
芸
の
達
人
で
も
、
爺
に
な
れ
ば
、

若
い
も
の
は
年
寄
り
を
い
た
わ
る
べ
き
だ
（
講
談
「
寛
永
御

前
試
合
」
の
羽
賀
井
一
心
斎
）

と
主
張
し
た
り
し
て
い
る
。
筆
者
の
周
囲
を
見
て

も
、
た
い
て
い
の
場
合
は
、

老
い
て
は
幼
き
に
帰
る
（
講
談
「
越
後
伝
吉
」）

も
の
で
あ
る
ら
し
く
、
ど
う
も
年
を
と
っ
た
ら
自

然
に
物
事
が
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
り
悟
り
の
境
地

に
到
っ
た
り
で
き
る
だ
ろ
う
と
い
う
の
は
、
筋
違
い

な
期
待
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て
く
る
の

で
あ
る
。

◉
ま
つ
い
・
た
か
し

一
九
六
〇
年
愛
知
県
生
。
月
刊
誌
編
集
者
を
経
て
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
。
著
書
に
『
人

生
に
効
く
！　

話
芸
の
き
ま
り
文
句
』（
平
凡
社
新
書
）、『
ナ
ン
ド
ク
【
難
読
漢
字
自

習
帳
】』（
バ
ジ
リ
コ
）、『
江
戸
に
学
ぶ
ビ
ジ
ネ
ス
の
極
意
』（
ア
ス
ペ
ク
ト
）
な
ど
。「
話

芸
〝
き
ま
り
文
句
〞
辞
典
」
サ
イ
ト
はhttp://w

ageiidiom
.cocolog-nifty.com

/
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い

松
井
高
志

寄
席
で
は
前
座
さ
ん
が
毎
日
お
茶
を
入
れ
る
。
師
匠
方
の

好
み
は
様
々
。
熱
い
冷
た
い
、
濃
い
薄
い
。
好
み
を
覚
え
て

そ
の
通
り
に
入
れ
る
の
も
前
座
の
仕
事
だ
。

入
門
当
初
は
な
か
な
か
う
ま
く
お
茶
を
入
れ
ら
れ
な
か
っ

た
。
修
業
三
日
目
に
師
匠
か
ら
言
わ
れ
た
。
「
こ
れ
自
分
で
飲

ん
で
み
な
。
ま
ず
い
か
ら
」
。
寄
席
で
は
あ
る
師
匠
か
ら
「
あ

り
が
と
う
！　

色
だ
け
つ
い
た
お
茶
を
」
。
噺
家
は
お
茶
に
妥

協
を
し
な
い
。

楽
屋
で
は
、
湯
飲
み
や
茶
托
が
濡
れ
て
い
る
の
はN

G

。

滴
が
着
物
を
汚
す
た
め
だ
。
お
茶
を
出
す
際
き
ち
ん
と
拭
か

な
い
と
大
変
な
し
く
じ
り
と
な
る
。

毎
日
何
十
杯
も
入
れ
る
う
ち
だ
ん
だ
ん
こ
つ
が
掴
め
て
き

た
。
色
と
湯
気
を
見
れ
ば
美
味
し
い
か
否
か
わ
か
る
よ
う
に

な
る
。
茶
碗
一
杯
ぴ
っ
た
り
の
お
湯
の
量
が
わ
か
る
。
落
語

会
場
で
急
須
を
見
れ
ば
、
普
段
か
ら
お
茶
を
入
れ
て
い
る
場

所
か
ど
う
か
わ
か
る
。
使
い
に
く
い
急
須
を
使
用
し
て
も
応

用
が
利
く
。

昇
進
し
て
お
茶
を
飲
む
立
場
に
な
り
、
〈
妙
齢
の
ご
婦
人
の

美
し
い
手
で
入
れ
ら
れ
た
お
茶
が
ま
ず
か
っ
た
〉
〈
学
校
寄
席

で
、
先
生
の
出
し
た
湯
飲
み
の
滴
に
着
物
が
汚
れ
た
〉
〈
近
頃

は
茶
店
の
店
員
す
ら
満
足
に
入
れ
ら
れ
な
い
〉
と
い
う
体
験

を
し
た
。
も
て
な
す
気
持
ち
と
噺
家
好
み
の
お
茶
を
入
れ
る

こ
と
は
別
物
ら
し
い
。

こ
み
ち
が

行
け
ば

女
流
二
ツ
目
の
修
行
日
乗
32

柳
亭
こ
み
ち

味
な
脇
役
・
話
芸
の“

き
ま
り
文
句

楽
屋
で
前
座
さ
ん
か
ら
の
お
茶
に
「
ぬ
る
い
」
と
言
っ
て

ハ
ッ
と
し
た
。
人
の
入
れ
る
お
茶
に
難
癖
つ
け
始
め
た
の
は
、

噺
家
ら
し
く
な
っ
た
証
拠
か
と
。
ふ
ふ
ふ
。
い
や
待
て
よ
。

単
純
に
私
、
う
る
さ
い
お
ば
さ
ん
に
な
っ
た
だ
け
だ
っ
た
り

し
て
。

◉
り
ゅ
う
て
い
・
こ
み
ち

社
会
人
生
活
を
経
て
、
平
成
15
年
柳
亭
燕
路
に
入
門
。
18
年
11
月
二
ツ
目
昇
進
。
趣

味
は
長
唄
。
特
技
は
日
本
舞
踊
、
吾
妻
流
名
取
（
吾
妻
春
美
）。
落
語
協
会
野
球
部
・

◉
オ
リ
ン
パ
ス
モ
ビ
ー
プ
レ
ゼ
ン
ツ

フ
ジ
テ
レ
ビ
目
玉
名
人
会
（
第
7
回
）

﹇
日
時
﹈
2
月
27
日
㊏
午
後
4
時
開
演
（
午
後
3
時
半
開
場
）

﹇
場
所
﹈
フ
ジ
テ
レ
ビ
・
マ
ル
チ
シ
ア
タ
ー
（
台
場
）

毎
回
、
い
ま
が
旬
の
噺
家
ひ
と
り
を
、
じ
っ
く
り
、
た
っ
ぷ
り
、
見
て
聴

く
！　

今
回
登
場
す
る
の
は
、
華
の
あ
る
江
戸
弁
を
あ
や
つ
り
、
豊
か
な

表
現
力
が
定
評
の
あ
る
、
古
今
亭
菊
之
丞
。
ゲ
ス
ト
に
ア
ダ
っ
ぽ
さ
が
た

ま
ら
な
い
魅
力
の
三
遊
亭
小
円
歌
を
迎
え
、
華
や
い
だ
宵
を
お
楽
し
み
い

た
だ
き
ま
す
。
ゲ
ス
ト
も
交
え
て
の
芸
談
を
き
く
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
ま

さ
に
、
お
目
当
て
の
落
語
家
を
味
わ
い
尽
く
す
至
福
の
落
語
会
。
ナ
ビ
ゲ

ー
タ
ー
は
、
フ
ジ
テ
レ
ビ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
塚
越
孝
。
女
子
ア
ナ
と
一
緒

に
、
芸
人
の
魅
力
に
め
い
っ
ぱ
い
迫
り
ま
す
。

三
遊
亭
小
円
歌

（
さ
ん
ゆ
う
て
い
・
こ
え
ん
か
）

昭
和
五
十
四
年
、
三
遊
亭
圓
歌
に
ス
カ
ウ
ト
さ
れ
、
翌
年
入
門
。
平

成
四
年
、
三
遊
亭
小
円
歌
襲
名
。
平
成
五
年
、
国
立
花
形
演
芸
会
金

賞
受
賞
。
生
粋
の
寄
席
育
ち
で
、
現
在
で
は
数
少
な
い
女
流
三
味
線

漫
談
で
あ
る
。
俗
曲
・
端
唄
の
ほ
か
に
「
か
っ
ぽ
れ
」
な
ど
の
寄
席
踊

り
、
扇
子
を
20
本
以
上
も
操
る
「
松
づ
く
し
」
な
ど
も
継
承
し
て
い
る
。

古
今
亭
菊
之
丞

（
こ
こ
ん
て
い
・
き
く
の
じ
ょ
う
）

古
今
亭
圓
菊
門
下
。
平
成
一
五
年
、
真
打
昇
進
。
二
ツ
目
時
代
の
平
成

一
四
年
に
N
H
K
新
人
演
芸
大
賞
・
落
語
部
門
大
賞
受
賞
。
古
典
落
語

と
真
っ
正
面
か
ら
向
き
合
う
若
手
真
打
の
な
か
で
も
、
ひ
と
き
わ
艶
や

か
な
江
戸
弁
と
多
彩
な
表
現
力
を
持
っ
た
華
の
あ
る
存
在
。
趣
味
は
カ

ラ
オ
ケ
（
懐
メ
ロ
）、
芝
居
鑑
賞
、
日
本
舞
踊
（
坂
東
流
）。



速
記
本
、
落
語
の
台
本
と
い
う
も
の
は
、
お
そ
ら

く
芝
居
の
台
本
を
真
似
て
書
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
、

台
詞
の
頭
に
役
名
を
付
け
る
の
が
慣
例
と
な
っ
て
い

る
。
つ
ま
り

八
五
郎
「
こ
ん
に
ち
は
」

隠
居
「
お
や
、
八
っ
つ
ぁ
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
ま
ぁ
ま
、

こ
っ
ち
へ
お
上
が
り
」

と
い
う
具
合
だ
。

た
し
か
に
こ
の
方
が
読
む
人
に
と
っ
て
は
わ
か
り

や
す
い
。
こ
う
い
う
風
に
書
い
て
あ
る
と
、
こ
の
た

っ
た
二
つ
の
台
詞
だ
け
で
、
八
五
郎
が
隠
居
の
家
を

た
ず
ね
て
き
た
こ
と
が
す
ぐ
に
わ
か
る
。
だ
が
、
落

語
と
は
本
来
そ
う
い
う
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
が
芝

居
で
あ
れ
ば
、
A
と
い
う
役
者
が
八
五
郎
を
演
じ
、

B
と
い
う
役
者
が
隠
居
を
演
じ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
そ
れ

ら
し
い
扮
装
も
す
る
し
、
隠
居
の
家
が
舞
台
の
上
に

し
つ
ら
え
て
も
あ
る
。
だ
か
ら
右
記
の
よ
う
に
台
本

を
書
く
の
が
正
し
い
。
と
こ
ろ
が
落
語
は
一
人
の
噺

家
が
八
五
郎
も
隠
居
も
演
じ
る
。
だ
か
ら
い
き
な
り

誰
か
が
「
こ
ん
に
ち
は
」
と
言
っ
た
と
こ
ろ
で
、
そ

の
人
が
誰
な
の
か
は
聞
い
て
い
る
方
に
は
ま
だ
わ
か

ら
な
い
。
そ
の
台
詞
を
受
け
て
「
お
や
、
八
っ
つ
ぁ

ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と
隠
居
が
言
う
か
ら
こ
そ
、
よ
う

や
く
「
こ
ん
に
ち
は
」
と
言
っ
た
の
が
八
五
郎
で
あ

る
こ
と
が
判
明
す
る
。
し
か
し
、「
お
や
、
八
っ
つ

ぁ
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と
言
っ
た
の
が
誰
な
の
か
は
、

こ
の
時
点
で
は
ま
だ
わ
か
ら
な
い
の
だ
。
今
度
は

八
五
郎
の
方
が
「
隠
居
さ
ん
、
久
し
ぶ
り
で
す
ね
」

と
で
も
言
わ
な
い
か
ぎ
り
、
八
五
郎
の
相
手
が
誰
な

の
か
は
い
つ
ま
で
経
っ
て
も
わ
か
ら
な
い
ま
ま
で
あ

る
。こ

れ
と
は
反
対
に
「
お
い
、与
太
郎
」「
何
だ
い
？
」

と
い
う
や
り
方
も
あ
る
。「
与
太
郎
」
と
呼
び
か
け

て
こ
た
え
る
か
ら
、
こ
た
え
た
奴
が
与
太
郎
だ
と
知

れ
る
の
だ
。
つ
い
で
に
「
何
だ
い
、
棟
梁
」
と
与
太

郎
が
言
え
ば
、
与
太
郎
に
声
を
か
け
た
の
が
棟
梁
で

あ
る
こ
と
も
わ
か
る
。

落
語
で
は
こ
の
よ
う
に
登
場
人
物
は
す
べ
て
当
人

以
外
の
人
の
台
詞
に
よ
っ
て
そ
の
人
が
誰
な
の
か
が

判
明
す
る
よ
う
に
で
き
て
い
る
。
だ
か
ら
、
台
詞
の

頭
に
役
名
を
付
け
る
の
は
落
語
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の

台
本
に
は
そ
ぐ
わ
な
い
。
さ
ら
に
、
新
作
落
語
を
書

く
時
に
台
詞
に
役
名
を
付
け
る
と
次
の
よ
う
な
安
易

な
台
本
ま
で
成
り
立
っ
て
し
ま
う
。

火
星
人
「
こ
ん
に
ち
は
」

隠
居
「
う
わ
ー
、
な
、
何
も
の
だ
、
お
前
は
」

芝
居
の
台
本
で
あ
れ
ば
こ
れ
で
も
よ
い
。
火
星
人

の
扮
装
を
し
た
役
者
が
隠
居
の
家
を
訪
れ
れ
ば
、
そ

り
ゃ
あ
隠
居
は
驚
く
だ
ろ
う
。
だ
が
、
落
語
の
台
本

で
は
こ
の
よ
う
に
書
い
て
は
い
け
な
い
。
隠
居
の
台

詞
に
よ
っ
て
相
手
が
火
星
人
で
あ
り
、
な
お
か
つ
そ

の
火
星
人
は
見
て
驚
く
に
値
す
る
ほ
ど
奇
怪
な
格
好

を
し
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

同
様
に
速
記
本
で
も
役
名
は
要
ら
な
い
。
も
し
も

役
名
が
付
い
て
い
な
い
こ
と
で
そ
の
台
詞
は
誰
が
言

っ
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は

実
際
に
そ
の
落
語
を
目
の
前
で
演
ら
れ
て
も
わ
か
ら

な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
台
詞
だ
け
で
は
仕
草
が
見
え

な
い
が
、
ほ
と
ん
ど
の
落
語
は
仕
草
が
見
え
な
く
て

も
理
解
で
き
る
。
で
な
け
れ
ば
あ
れ
ほ
ど
多
く
の
落

語
の
C
D
が
発
売
さ
れ
て
い
る
は
ず
が
な
い
。

私
は
落
語
の
速
記
本
の
台
詞
の
頭
に
役
名
を
付
け

る
の
は
無
駄
以
上
に
邪
魔
だ
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ

は
私
の
発
見
だ
と
長
ら
く
思
っ
て
い
た
の
だ
が
、
そ

う
で
は
な
か
っ
た
こ
と
に
最
近
気
づ
い
た
。
私
が
そ

う
思
っ
た
よ
り
も
何
十
年
も
早
く
に
安
藤
鶴
夫
が

『
わ
が
落
語
鑑
賞
』
で
や
は
り
台
詞
の
役
名
を
取
っ

払
っ
て
い
る
の
だ
。
こ
う
い
う
と
こ
ろ
は
、
ア
ン
ツ

ル
先
生
、
さ
す
が
で
あ
る
。

◉
ほ
ん
だ
・
き
ゅ
う
さ
く

一
九
六
〇
年
大
阪
府
生
。
落
語
作
家
。
二
〇
〇
二
年
の
「
仏
の
遊
び
」
が
国
立
演
芸
場

台
本
募
集
佳
作
受
賞
以
来
、
落
語
、
漫
才
な
ど
新
作
台
本
関
係
の
賞
を
毎
年
総
ナ
メ

の
業
界
注
目
の
新
進
作
家
。
主
な
受
賞
作
「
玉
手
箱
」（
国
立
演
芸
場
台
本
募
集
優
秀

作
）、「
儂
の
葬
式
」「
按
摩
の
夢
」「
幽
霊
蕎
麦
」（
い
ず
れ
も
落
語
協
会
優
秀
賞
）
な
ど

明う

る

さ烏
い
話

連
載
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本
田
久
作

壱

『
た
ら
ち
ね
』

池
袋
演
芸
場
で
の
初
高
座
で
し
た
。
二
つ
目
時
代
の
八
朝
兄
さ
ん
に

習
っ
て
二
週
間
で
必
死
で
覚
え
た
の
で
す
が
、
出
の
前
に
文
太
さ
ん

が
楽
屋
で
「
元
気
よ
く
や
れ
」
と
言
っ
て
く
れ
た
の
で
、
勇
ん
で
出

た
も
の
の
、
頭
が
真
っ
白
に
な
っ
て
噺
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

仕
方
な
く
「
も
う
一
度
勉
強
し
て
き
ま
す
」
と
い
っ
て
高
座
を
下
り

た
の
で
す
が
、
あ
と
で
「
お
ま
え
は
文
楽
か
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

弐

『
柳
田
格
之
進
』

楽
屋
で
働
き
な
が
ら
、
さ
ん
喬
師
匠
の
高
座
を
聴
い
て
い
た
ら
鮮
や

か
に
情
景
が
浮
か
ん
で
き
て
「
あ
あ
、
い
い
噺
だ
な
あ
」
と
思
っ
た

け
れ
ど
も
、
誰
か
が
不
幸
に
な
る
噺
は
ど
う
し
て
も
納
得
で
き
な
い
。

大
好
き
だ
け
れ
ど
も
、
大
嫌
い
な
噺
と
い
え
る
で
し
ょ
う
か
。

参

『
替
り
目
』

あ
た
り
ま
え
の
生
活
の
中
に
夫
婦
の
情
感
が
感
じ
ら
れ
て
好
き
な
噺

で
す
。
ふ
だ
ん
寄
席
で
聴
け
る
軽
い
滑
稽
噺
の
良
さ
は
、
お
で
ん
の

具
で
美
味
し
い
の
に
当
た
っ
た
と
き
の
よ
う
な
う
れ
し
い
感
じ
。

私
の　
　
　

ば
な
し　

参
拾
参

林
家
し
ん
平

讃
大

目
は
か
す
む
し
耳
は
遠
く
な
る
、
年
は
と
り
た
く

な
い
も
ん
だ
、
と
ぼ
や
く
わ
り
に
し
っ
か
り
し
て
い

る
落
語
「
看
板
の
ピ
ン
」
の
隠
居
み
た
い
な
人
も
出

て
く
る
が
、
落
語
で
も
講
談
で
も
「
老
い
」
は
な
か

な
か
ス
ト
レ
ー
ト
に
、
か
つ
ク
ー
ル
に
容
赦
な
く
描

か
れ
て
い
る
。

講
談
の
「
水
戸
黄
門
」
で
、
水
戸
光
圀
は
、
自
分

の
健
康
に
つ
い
て
、

古
家
の
造
作

と
い
う
下
世
話
な
比
喩
を
用
い
て
い
る
。
こ
れ
は
、

古
い
家
を
リ
フ
ォ
ー
ム
し
よ
う
と
す
る
と
、
な
ん
だ

か
ん
だ
と
傷
ん
だ
箇
所
や
不
具
合
が
目
に
つ
く
も
の

で
、
結
局
費
用
や
手
数
が
か
か
る
も
の
だ
、
と
い
う

意
味
で
、
見
た
目
が
が
ら
り
と
改
ま
る
わ
け
で
も
な

い
の
に
時
間
と
費
用
ば
か
り
食
う
こ
と
を
皮
肉
っ
た

言
葉
な
の
だ
が
、
こ
れ
を
ご
老
公
は
、「
年
を
と
る

と
あ
ち
こ
ち
ガ
タ
が
き
て
、
療
治
に
手
間
ば
か
り
か

か
っ
て
か
な
わ
ん
よ
」
と
い
う
ぼ
や
き
に
比
喩
と
し

て
用
い
て
い
る
わ
け
だ
。

自
分
の
歳
を
老
る
の
は
分
ら
ね
へ
が
人
を
見
る
と

驚
く
や
う
だ
（
講
談
「
富
蔵
藤
十
郎
」）

と
い
う
よ
う
に
、
同
い
年
く
ら
い
の
人
が
む
や
み
に

老
け
て
き
た
の
を
発
見
し
て
、
初
め
て
自
分
の
身
に

も
老
い
が
忍
び
寄
っ
て
い
る
の
を
知
る
場
合
も
あ
る
。

な
か
に
は
、「
赤
穂
義
士
伝
」
に
出
て
く
る
堀
部

弥
兵
衛
の
よ
う
に
、

年
は
老
っ
て
も
勇
士
と
鐵
は
朽
ち
ぬ

と
い
う
よ
う
な
、
年
齢
を
知
ら
ぬ
強
者
の
爺
も
い

る
の
だ
が
、
た
と
え
武
芸
の
達
人
で
も
、
爺
に
な
れ
ば
、

若
い
も
の
は
年
寄
り
を
い
た
わ
る
べ
き
だ
（
講
談
「
寛
永
御

前
試
合
」
の
羽
賀
井
一
心
斎
）

と
主
張
し
た
り
し
て
い
る
。
筆
者
の
周
囲
を
見
て

も
、
た
い
て
い
の
場
合
は
、

老
い
て
は
幼
き
に
帰
る
（
講
談
「
越
後
伝
吉
」）

も
の
で
あ
る
ら
し
く
、
ど
う
も
年
を
と
っ
た
ら
自

然
に
物
事
が
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
り
悟
り
の
境
地

に
到
っ
た
り
で
き
る
だ
ろ
う
と
い
う
の
は
、
筋
違
い

な
期
待
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て
く
る
の

で
あ
る
。

◉
ま
つ
い
・
た
か
し

一
九
六
〇
年
愛
知
県
生
。
月
刊
誌
編
集
者
を
経
て
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
。
著
書
に
『
人

生
に
効
く
！　

話
芸
の
き
ま
り
文
句
』（
平
凡
社
新
書
）、『
ナ
ン
ド
ク
【
難
読
漢
字
自

習
帳
】』（
バ
ジ
リ
コ
）、『
江
戸
に
学
ぶ
ビ
ジ
ネ
ス
の
極
意
』（
ア
ス
ペ
ク
ト
）
な
ど
。「
話

芸
〝
き
ま
り
文
句
〞
辞
典
」
サ
イ
ト
はhttp://w

ageiidiom
.cocolog-nifty.com

/

連
載
第
33
回老

い

松
井
高
志

寄
席
で
は
前
座
さ
ん
が
毎
日
お
茶
を
入
れ
る
。
師
匠
方
の

好
み
は
様
々
。
熱
い
冷
た
い
、
濃
い
薄
い
。
好
み
を
覚
え
て

そ
の
通
り
に
入
れ
る
の
も
前
座
の
仕
事
だ
。

入
門
当
初
は
な
か
な
か
う
ま
く
お
茶
を
入
れ
ら
れ
な
か
っ

た
。
修
業
三
日
目
に
師
匠
か
ら
言
わ
れ
た
。
「
こ
れ
自
分
で
飲

ん
で
み
な
。
ま
ず
い
か
ら
」
。
寄
席
で
は
あ
る
師
匠
か
ら
「
あ

り
が
と
う
！　

色
だ
け
つ
い
た
お
茶
を
」
。
噺
家
は
お
茶
に
妥

協
を
し
な
い
。

楽
屋
で
は
、
湯
飲
み
や
茶
托
が
濡
れ
て
い
る
の
はN

G

。

滴
が
着
物
を
汚
す
た
め
だ
。
お
茶
を
出
す
際
き
ち
ん
と
拭
か

な
い
と
大
変
な
し
く
じ
り
と
な
る
。

毎
日
何
十
杯
も
入
れ
る
う
ち
だ
ん
だ
ん
こ
つ
が
掴
め
て
き

た
。
色
と
湯
気
を
見
れ
ば
美
味
し
い
か
否
か
わ
か
る
よ
う
に

な
る
。
茶
碗
一
杯
ぴ
っ
た
り
の
お
湯
の
量
が
わ
か
る
。
落
語

会
場
で
急
須
を
見
れ
ば
、
普
段
か
ら
お
茶
を
入
れ
て
い
る
場

所
か
ど
う
か
わ
か
る
。
使
い
に
く
い
急
須
を
使
用
し
て
も
応

用
が
利
く
。

昇
進
し
て
お
茶
を
飲
む
立
場
に
な
り
、
〈
妙
齢
の
ご
婦
人
の

美
し
い
手
で
入
れ
ら
れ
た
お
茶
が
ま
ず
か
っ
た
〉
〈
学
校
寄
席

で
、
先
生
の
出
し
た
湯
飲
み
の
滴
に
着
物
が
汚
れ
た
〉
〈
近
頃

は
茶
店
の
店
員
す
ら
満
足
に
入
れ
ら
れ
な
い
〉
と
い
う
体
験

を
し
た
。
も
て
な
す
気
持
ち
と
噺
家
好
み
の
お
茶
を
入
れ
る

こ
と
は
別
物
ら
し
い
。

こ
み
ち
が

行
け
ば

女
流
二
ツ
目
の
修
行
日
乗
32

柳
亭
こ
み
ち

味
な
脇
役
・
話
芸
の“

き
ま
り
文
句

楽
屋
で
前
座
さ
ん
か
ら
の
お
茶
に
「
ぬ
る
い
」
と
言
っ
て

ハ
ッ
と
し
た
。
人
の
入
れ
る
お
茶
に
難
癖
つ
け
始
め
た
の
は
、

噺
家
ら
し
く
な
っ
た
証
拠
か
と
。
ふ
ふ
ふ
。
い
や
待
て
よ
。

単
純
に
私
、
う
る
さ
い
お
ば
さ
ん
に
な
っ
た
だ
け
だ
っ
た
り

し
て
。

◉
り
ゅ
う
て
い
・
こ
み
ち

社
会
人
生
活
を
経
て
、
平
成
15
年
柳
亭
燕
路
に
入
門
。
18
年
11
月
二
ツ
目
昇
進
。
趣

味
は
長
唄
。
特
技
は
日
本
舞
踊
、
吾
妻
流
名
取
（
吾
妻
春
美
）。
落
語
協
会
野
球
部
・

◉
オ
リ
ン
パ
ス
モ
ビ
ー
プ
レ
ゼ
ン
ツ

フ
ジ
テ
レ
ビ
目
玉
名
人
会
（
第
7
回
）

﹇
日
時
﹈
2
月
27
日
㊏
午
後
4
時
開
演
（
午
後
3
時
半
開
場
）

﹇
場
所
﹈
フ
ジ
テ
レ
ビ
・
マ
ル
チ
シ
ア
タ
ー
（
台
場
）

毎
回
、
い
ま
が
旬
の
噺
家
ひ
と
り
を
、
じ
っ
く
り
、
た
っ
ぷ
り
、
見
て
聴

く
！　

今
回
登
場
す
る
の
は
、
華
の
あ
る
江
戸
弁
を
あ
や
つ
り
、
豊
か
な

表
現
力
が
定
評
の
あ
る
、
古
今
亭
菊
之
丞
。
ゲ
ス
ト
に
ア
ダ
っ
ぽ
さ
が
た

ま
ら
な
い
魅
力
の
三
遊
亭
小
円
歌
を
迎
え
、
華
や
い
だ
宵
を
お
楽
し
み
い

た
だ
き
ま
す
。
ゲ
ス
ト
も
交
え
て
の
芸
談
を
き
く
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
ま

さ
に
、
お
目
当
て
の
落
語
家
を
味
わ
い
尽
く
す
至
福
の
落
語
会
。
ナ
ビ
ゲ

ー
タ
ー
は
、
フ
ジ
テ
レ
ビ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
塚
越
孝
。
女
子
ア
ナ
と
一
緒

に
、
芸
人
の
魅
力
に
め
い
っ
ぱ
い
迫
り
ま
す
。

三
遊
亭
小
円
歌

（
さ
ん
ゆ
う
て
い
・
こ
え
ん
か
）

昭
和
五
十
四
年
、
三
遊
亭
圓
歌
に
ス
カ
ウ
ト
さ
れ
、
翌
年
入
門
。
平

成
四
年
、
三
遊
亭
小
円
歌
襲
名
。
平
成
五
年
、
国
立
花
形
演
芸
会
金

賞
受
賞
。
生
粋
の
寄
席
育
ち
で
、
現
在
で
は
数
少
な
い
女
流
三
味
線

漫
談
で
あ
る
。
俗
曲
・
端
唄
の
ほ
か
に
「
か
っ
ぽ
れ
」
な
ど
の
寄
席
踊

り
、
扇
子
を
20
本
以
上
も
操
る
「
松
づ
く
し
」
な
ど
も
継
承
し
て
い
る
。

古
今
亭
菊
之
丞

（
こ
こ
ん
て
い
・
き
く
の
じ
ょ
う
）

古
今
亭
圓
菊
門
下
。
平
成
一
五
年
、
真
打
昇
進
。
二
ツ
目
時
代
の
平
成

一
四
年
に
N
H
K
新
人
演
芸
大
賞
・
落
語
部
門
大
賞
受
賞
。
古
典
落
語

と
真
っ
正
面
か
ら
向
き
合
う
若
手
真
打
の
な
か
で
も
、
ひ
と
き
わ
艶
や

か
な
江
戸
弁
と
多
彩
な
表
現
力
を
持
っ
た
華
の
あ
る
存
在
。
趣
味
は
カ

ラ
オ
ケ
（
懐
メ
ロ
）、
芝
居
鑑
賞
、
日
本
舞
踊
（
坂
東
流
）。



考
え
て
見
れ
ば
、
こ
の
世
に
生
を
受
け
て
わ
ず
か

に
十
年
の
後
に
、
わ
た
し
は
こ
の
男
に
出
合
っ
た
こ

と
に
な
る
。
爾
来
半
世
紀
の
長
き
に
わ
た
っ
て
、
交

流
を
続
け
て
い
る
。

マ
ラ
ソ
ン
ラ
ン
ナ
ー
の
よ
う
な
長
距
離
型
交
友
。

仕
事
で
は
、
大
学
を
出
て
か
ら
ほ
ど
な
く
し
て
、
一

緒
に
会
社
を
つ
く
っ
た
り
、
学
習
塾
を
開
い
た
り
し

た
が
、
世
間
的
に
は
仕
事
上
の
お
付
き
合
い
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
そ
れ
も
た
か
だ
か
数
年
間
の
こ
と
で

あ
り
、
仕
事
以
外
の
と
こ
ろ
で
濃
密
な
付
き
合
い
を

し
た
と
い
う
こ
と
は
な
い
。

濃
密
と
い
う
な
ら
、
お
そ
ら
く
数
年
前
に
共
著
を

出
し
て
か
ら
今
日
ま
で
の
短
い
間
の
ほ
う
が
、
そ
れ

ま
で
の
数
十
年
よ
り
よ
ほ
ど
会
う
機
会
が
増
え
た
。

こ
の
数
年
間
に
、
こ
の
男
、
つ
ま
り
内
田
樹
は
見

る
見
る
現
代
思
想
界
の
寵
児
と
な
っ
た
。

も
と
も
と
、
余
人
を
も
っ
て
代
え
が
た
い
才
能
の

閃
き
、
知
識
の
蓄
積
は
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
の
で
、
む

し
ろ
そ
の
デ
ビ
ュ
ー
の
遅
さ
の
方
が
奇
異
な
感
が
あ
る
。

最
近
作
『
日
本
辺
境
論
』
は
、
内
田
樹
の
数
多
い

著
作
の
中
で
も
最
も
か
れ
の
面
目
が
躍
如
と
す
る
傑

作
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
（
わ
た
し
が
書
く
ま
で
も

な
く
、
早
く
も
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
て
い
る
）。

同
書
は
、
い
わ
ば
心
理
学
的
地
政
学
、
あ
る
い
は

地
政
学
的
心
理
学
と
い
う
も
の
で
、
民
族
・
血
統
の

問
題
と
は
何
の
か
か
わ
り
も
な
い
。
キ
ー
ワ
ー
ド
で

あ
る
辺
境
と
は
国
家
的
集
団
が
採
用
し
、
あ
る
い
は

不
可
避
的
に
採
用
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
集
団
的
心

理
の
立
ち
位
置
を
解
明
す
る
た
め
に
導
入
さ
れ
た
補

助
線
の
よ
う
な
も
の
で
、
こ
の
補
助
線
に
よ
っ
て
わ

た
し
た
ち
は
実
に
あ
り
あ
り
と
己
の
似
姿
を
発
見
す

る
こ
と
に
な
る
。

上
記
は
、
わ
た
し
が
ブ
ロ
グ
に
書
い
た
『
日
本
辺

境
論
』
論
の
抜
粋
で
あ
る
。

内
容
の
面
白
さ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
内
田
樹
の

思
想
の
特
筆
す
べ
き
吸
引
力
は
、
そ
れ
が
「
文
体
の

あ
る
思
想
」
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
よ
く

あ
る
学
者
の
無
味
乾
燥
な
文
章
と
は
違
っ
て
、
そ
こ

に
は
生
身
の
人
間
が
発
す
る
体
温
や
、
息
遣
い
が
聞

こ
え
る
。
そ
こ
に
独
特
の
ユ
ー
モ
ア
と
軽
み
が
う
ま

れ
れ
ば
、
そ
れ
は
ひ
と
つ
の
芸
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
本
年
よ
り
、
ラ
ジ
オ
デ
イ
ズ
に
お
い

て
内
田
樹
と
の
対
談「
た
ぶ
ん
月
刊『
は
な
し
半
分
』」

が
始
ま
っ
た
。
日
本
で
最
も
多
忙
な
大
学
教
授
を
、

毎
月
ス
タ
ジ
オ
に
呼
ぶ
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で

わ
た
し
が
か
れ
と
何
か
の
用
事
で
会
う
と
き
に
、
オ

リ
ン
パ
ス
の
リ
ニ
ア
P
C
M
レ
コ
ー
ダ
ー
と
い
う
兵

器
を
持
参
し
て
収
録
す
る
と
い
う
按
配
の
企
画
で
あ

る
。（
一
応
ス
ポ
ン
サ
ー
に
も
気
を
使
っ
て
い
る
）。

そ
れ
が
、
た
ぶ
ん
月
に
一
度
ぐ
ら
い
と
い
う
の
で
、

こ
の
タ
イ
ト
ル
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

最
近
、
内
田
樹
と
話
し
て
い
て
、
な
る
ほ
ど
こ
の

男
は
根
っ
か
ら
の
芸
人
で
も
あ
る
と
思
う
よ
う
に
な

っ
た
。
大
向
こ
う
の
通
人
の
存
在
は
勿
論
意
識
し
て

い
る
だ
ろ
う
。
同
時
に
、
最
前
列
に
い
る
フ
ァ
ン
に

対
す
る
サ
ー
ビ
ス
も
忘
れ
な
い
。
だ
か
ら
、
ど
ん
な

に
難
解
、
晦
渋
な
思
想
も
、
通
俗
的
な
感
覚
に
咀
嚼

し
直
し
て
語
る
こ
と
が
で
き
る
。
だ
か
ら
判
り
や
す

い
。
だ
か
ら
面
白
い
。

（
ラ
ジ
オ
デ
イ
ズ
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー　

平
川
克
美
）
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ラ
ジ
オ
デ
イ
ズ
は
、
文
芸
・
対
話
・
話
芸
を
三
本
の
柱
に
、

声
の
も
つ
魅
力
に
特
化
し
た
音
声
コ
ン
テ
ン
ツ
を
制
作
し
、

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
販
売
す
る
W
e
b
サ
イ
ト
で
す
。

飄
逸
で
含
蓄
の
あ
る
随
筆
、
瑞
々
し
い
感
性
の
横
溢
す

る
詩
歌
や
小
説
の
朗
読
、
個
性
的
な
対
話
者
た
ち
の
真
摯

な
言
葉
の
応
酬
か
ら
生
ま
れ
る
知
的
交
歓
、
粋
と
人
情
の

落
語
や
講
談
な
ど
な
ど
、
大
人
の
お
娯
し
み
に
た
え
る
魅

力
的
な
コ
ン
テ
ン
ツ
が
満
載
で
す
。

た
だ
い
ま
入
会
随
時
受
付
中
！

会
員
（
会
費
無
料
）
に
な
ら
れ
る
と
、
期
間
限
定
の
無
料
コ
ン
テ
ン
ツ

が
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。
サ
イ
ト
で
は
、
声
の
魅
力
を
凝
縮
し
た

コ
ン
テ
ン
ツ
の
す
べ
て
が
試
聴
で
き
る
ほ
か
、
演
者
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

や
コ
ラ
ム
な
ど
読
み
応
え
も
十
分
で
す
。
ど
う
ぞ
お
立
ち
寄
り
を
！

http
://w

w
w

.rad
io

d
ays.jp

人
気
メ
ル
マ
ガ
で
お
な
じ
み
、
田
中

宇
氏
の
国
際
ニ
ュ
ー
ス
解
説
『
世
界

は
こ
う
読
め
！ 

Ⅰ
・
Ⅱ
』、
噺
家
・
瀧
川
鯉
昇
師
匠
の
癒
し
系
連
続
ト

ー
ク
『
鯉
昇
の
昼
寝
ま
く
ら
』、
ム
ッ
シ
ュ
か
ま
や
つ
さ
ん
や
、
最
後

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
な
っ
た
故
加
藤
和
彦
さ
ん
な
ど
、
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ

ン
に
お
話
を
伺
う
『
Ｍ
u
s
i
c 

T
a
l
k
』、
姜
尚
中
さ
ん
、
福
岡

伸
一
さ
ん
な
ど
知
的
な
ゲ
ス
ト
満
載
の
ラ
ジ
オ
番
組
の
番
外
編
『
ラ
ジ

街
プ
ラ
ス
１
』
が
好
評
。
さ
ら
に
、
気
鋭
の
映
画
評
論
家
が
現
代
を
表

象
す
る
人
気
漫
画
家
た
ち
と
濃
厚
な
知
的
交
歓
を
す
る
『
町
山
智
浩

の
、
漫
画
師
に
訊
け
！
』
が
毎
月
配
信
さ
れ
ま
す
。
脳
科
学
者
の
茂
木

健
一
郎
さ
ん
が
美
術
評
論
家
の
橋
本
麻
里
さ
ん
と
歩
き
な
が
ら
ニ
ュ
ー

ロ
ン
の
発
火
の
ご
と
く
言
葉
を
紡
ぐ
シ
リ
ー
ズ
も
配
信
中
で
す
。

作
家
の
関
川
夏
央
さ
ん
、
小
沢
昭
一
さ
ん
、
詩
人

の
清
水
哲
男
さ
ん
な
ど
多
彩
な
解
説
者
を
迎
え
た

「
声
の
エ
ッ
セ
イ
」
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
評
判
。
ま
た
、「
声
の
詩
集
」

シ
リ
ー
ズ
で
は
、
女
優
烏
丸
せ
つ
こ
さ
ん
朗
読
、
詩
人
正
津
勉
さ
ん

ナ
ビ
ゲ
ー
ト
の
『
詩
人
の
愛
』
Ⅰ
・
Ⅱ
を
お
届
け
中
。
女
優
有
馬
稲

子
さ
ん
朗
読
の
『
水
仙
』
や
、
さ
ら
に
本
邦
初
と
な
る
落
語
家
・
入

船
亭
扇
辰
師
、
柳
家
三
三
師
朗
読
に
よ
る
江
戸
弁
で
聴
く
ゴ
ー
ゴ
リ

『
外
套
』『
鼻
』
も
発
売
中
。
そ
し
て
、
太
宰
治
生
誕
百
年
の
い
ま
、

松
平
定
知
さ
ん
、
山
根
基
世
さ
ん
な
ど
熟
練
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
朗
読
の

『
人
間
失
格
』『
斜
陽
』
他
も
聴
き
ご
た
え
十
分
で
す
。

ラ
ジ
オ
デ
イ
ズ
収
録
の
新
鮮
な
オ
リ
ジ
ナ
ル
音
源

約
三
百
本
を
お
届
け
中
。
時
代
に
磨
か
れ
た
古
典

を
自
家
薬
籠
中
に
現
代
に
演
じ
き
る
噺
家
た
ち
。
そ
し
て
、
時
代
の

流
が
れ
か
ら
湧
き
出
た
、
か
つ
て
語
ら
れ
た
こ
と
の
な
い
新
作
に
鎬

を
削
る
噺
家
た
ち
。
ラ
イ
ブ
音
源
だ
け
に
一
期
一
会
の
噺
に
出
会
え

ま
す
。
ま
た
、
す
っ
く
り
と
背
筋
の
伸
び
た
聴
き
ご
た
え
の
あ
る
講

談
は
第
二
、
第
四
金
曜
に
配
信
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
試
聴
ボ
タ
ン
を
。

〈
対
話
・
放
談
〉

〈
文
芸
〉

〈
話
芸
〉

「オリンパスモビー寄席」携帯用特別コンテンツ
モビー寄席特別コンテンツでは、モビー寄席やラジオデイズ落語会にご出演いただいた演者さんの情報や音源、
最新のラジオデイズイベント情報が携帯電話からお楽しみいただけます。

個人の方から法人のお客様まで自分専用の携帯サイトを簡単に開設することができます。用途に応じて、クーポン作

成やメルマガ配信などのプランもご用意しました。お申し込みは、PCから http://pdh.mobee.jpにアクセス！

ラ
ジ
オ
デ
イ
ズ
の
窓
か
ら

日
差
し
の
明
る
さ
に
春
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
、

梅
の
花
も
ほ
こ
ろ
び
て
き
ま
し
た
。
二
月
は
、
人
の

一
年
の
営
み
が
始
ま
る
事
始
め
の
月
。
年
始
か
ら
怠

け
癖
が
出
て
い
た
向
き
に
は
新
た
な
仕
切
り
直
し
の

好
機
で
す
。
ま
ず
は
体
力
づ
く
り
に
歩
い
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
。
ラ
ジ
オ
デ
イ
ズ
で
は
、
脳
内
の

セ
ロ
ト
ニ
ン
活
性
に
効
果
の
あ
る「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・

セ
ラ
ピ
ー
」
や
、
な
が
ら
聴
き
の
で
き
る
お
楽
し
み

コ
ン
テ
ン
ツ
満
載
で
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

左のQRコードを携帯のカメラで読み取り、
メールを立ち上げて撮影写真を添付し送信。

※ドメイン指定受信の設定をされている方は、
mobee.jp を追加してください。

月刊ラジオデイズ各号の1ページ目『この人
の声が聴きたい』の丸抜き写真、見開きペー
ジの落語家さんのプロフィール写真を撮影、
メールに添付して送信すると、アクセス先
URLが記載されたメールが返信されてきます。

バーコードで簡単アクセス！

Mobee（モビー）とは？
オリンパス（株）とホスティング・アンド・セキュリティ・インクの共同開発によ
る、携帯サイト作成ツールと先進の画像認識技術によるサイトアクセス方法を月
あたり263円～という低価格でご利用いただける携帯サイト作成サービスです。

p@mobee.jp

人
の
俥
屋
か
ら
乗
り
換
え
た
が
、
韋
駄
天
ど
こ
ろ
か

言
語
を
絶
す
る
走
り
屋
だ
っ
た
…
…
。
い
つ
も
な
が

ら
デ
フ
ォ
ル
メ
さ
れ
た
人
物
描
写
で
爆
笑
を
と
る
遊

雀
師
匠
、
歴
史
的
な
名
録
音
が
録
れ
ま
し
た
よ
。

ト
リ
は
も
ち
り
ん
、
オ
タ
ク
と
言
え
ば
こ
の
人
の

前
に
出
る
者
は
な
い
小
ゑ
ん
師
匠
、
鉄
博
で
演
じ
る

こ
と
が
で
き
る
栄
誉
に
涙
に
む
せ
び
つ
つ
？　

登
場

で
す
。
ネ
タ
は
今
日
の
日
の
た
め
に
産
み
育
て
て
き

た
十
八
番
の
『
鉄
の
男
〜
鉄
博
バ
ー
ジ
ョ
ン
』。
オ
タ

ク
噺
の
原
点
と
言
っ
て
も
過
言
で
な
い
自
作
の
名
作

で
す
。
鉄
道
に
命
を
か
け
、
人
生
そ
の
も
の
と
な
っ

た
男
た
ち
、
鉄
道
の
あ
る
風
景
を
も
あ
る
べ
き
美
し

さ
に
代
え
て
し
ま
う
と
い
う
壮
大
な
物
語
に
大
拍
手
。

い
や
ー
、
落
語
っ
て
ほ
ん
と
う
に
オ
モ
シ
ロ
イ
！

幸
せ
な
気
分
の
う
ち
に
鉄
道
博
物
館
の
日
は
暮
れ
ま

し
た
。　
　
　
　
　
　
　
（
ラ
ジ
オ
デ
イ
ズ
寺
和
尚
）

お
正
月
の
落
語
会

〜
鉄
博
寄
席
物

二
〇
一
〇
年
新
春
、
ラ
ジ
オ
デ
イ
ズ
の
落
語
会
は

鉄
道
オ
タ
ク
、
失
礼
鉄
道
フ
ァ
ン
の
メ
ッ
カ
鉄
道
博

物
館
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
鉄
道
博
物
館
と
ラ
ジ
オ

デ
イ
ズ
共
催
に
よ
る
新
企
画
で
そ
の
名
も
「
鉄
博
寄

席
」（
一
月
七
日
）、
デ
ィ
ー
プ
な
鉄
男
と
鉄
女
、
そ

し
て
新
し
も
の
好
き
の
落
語
フ
ァ
ン
が
大
集
合
で
す
。

出
演
は
、
東
京
落
語
界
き
っ
て
の
鉄
っ
ち
ゃ
ん
三

人
衆
、
柳
家
小
ゑ
ん
、
三
遊
亭
遊
雀
、
古
今
亭
駒
次
。

否
が
応
に
も
期
待
が
高
ま
り
ま
す
。

駒
次
さ
ん
が
持
ち
込
ん
で
き
た
ロ
ー
カ
ル
鉄
道
会

社
の
社
歌
を
集
め
た
C
D
を
ネ
タ
に
し
た
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
ト
ー
ク
に
続
い
て
、
そ
の
駒
次
さ
ん
が
ト
ッ
プ

を
務
め
ま
す
。
ネ
タ
は
そ
の
筋
の
方
々
に
は
ご
存
知

『
戦
国
鉄
道
絵
巻
』
江
戸
東
京
を
舞
台
に
J
R

連
合
と
私
鉄
連
合
の
合
戦
の
幕
開
き
で
す
。

時
々
刻
々
変
化
す
る
戦
況
に
手
に
汗
握
る
新

作
落
語
の
傑
作
が
誕
生
し
ま
し
た
よ
。

続
い
て
登
場
は
遊
雀
師
匠
、
た
っ
ぷ
り

と
鉄
博
に
因
ん
だ
マ
ク
ラ
を
振
っ
た
後
、

お
得
意
の
『
反
対
俥
』。
汽
車
の
時
間
に
間
に
合
わ

そ
う
と
人
力
俥
に
乗
っ
た
男
、
走
る
に
走
ら
な
い
病

ラ
ジ
オ
の
街
で
逢
い
ま
し
ょ
う

ラ
ジ
オ
デ
イ
ズ
で
は
、
声
と
語
り
の
魅
力
を
求
め
て
、
深
夜
の
ラ
ジ
オ
番
組
も

制
作
・
放
送
し
て
い
ま
す
。

お
相
手
は
、
ラ
ジ
オ
デ
イ
ズ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
平
川
克
美
、
菊
地
史
彦
、
伊

藤
博
、
大
森
美
知
子
が
務
め
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
放
送
分
は
、
ラ
ジ
オ
デ
イ
ズ

サ
イ
ト
に
て
ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ
放
送
中
。
さ
ら
に
、
ポ
ッ
ド
キ
ャ
ス
ト
で
も
配

信
中
で
す
。
ど
う
ぞ
真
夜
中
の
語
ら
い
に
耳
を
傾
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

h
ttp

://w
w

w
.rad

io
d

ays.jp

イ
ン
タ
ー
Ｆ
Ｍ
毎
週
日
曜
日
の
深
夜
23
時
か
ら
23
時
半
ま
で
。

今
後
の
放
送
予
定
（
深
夜
の
お
客
様
）

2
月
7
日　

桂　

平
治
（
落
語
家
）

　

14
日　

徳
山
喜
雄
（
カ
メ
ラ
マ
ン
）

　

21
日　

中
嶋　

廣
（
編
集
者
）

　

28
日　

四
元
奈
生
美
（
プ
ロ
卓
球
選
手
）

●
こ
れ
か
ら
の
落
語
会
開
催
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
●
ラ
ジ
オ
デ
イ
ズ
主
催

第
32
回
オ
リ
ン
パ
ス
モ
ビ
ー
寄
席

橘
家
文
左
衛
門
独
演
会

﹇
会
場
﹈

お
江
戸
日
本
橋
亭

﹇
木
戸
銭
﹈

2
8
0
0
円
（
前
売
2
5
0
0
円
）

﹇
時
間
﹈

午
後
6
時
45
分
開
演
（
午
後
6
時
15
分
開
場
）

◉
3
月
16
日
㊋

橘
家
文
左
衛
門
・
﹇
ゲ
ス
ト
﹈

鈴
々
舎
わ
か
馬

オ
リ
ン
パ
ス
モ
ビ
ー
プ
レ
ゼ
ン
ツ

「
フ
ジ
テ
レ
ビ
目
玉
名
人
会
」（
第
8
回
）

﹇
会
場
﹈

フ
ジ
テ
レ
ビ
・
マ
ル
チ
シ
ア
タ
ー
（
台
場
）

﹇
木
戸
銭
﹈

2
8
0
0
円
（
前
売
2
5
0
0
円
）

﹇
時
間
﹈

午
後
3
時
開
演
（
午
後
2
時
30
分
開
場
）

◉
4
月
10
日
㊏

三
遊
亭
歌
之
介
・
﹇
ゲ
ス
ト
﹈

ロ
ケ
ッ
ト
団

＊
ト
ー
ク
あ
り
。
司
会
・
塚
越
孝
＋
女
子
ア
ナ

※
ご
予
約
申
込
受
付
中
。
ラ
ジ
オ
デ
イ
ズU

RL http://radiodays.jp

も
し
く

は
、
予
約
受
付
専
用
電
話
：
〇
三
│
三
三
四
一
│
一
二
三
〇
よ
り
、
先
着
順
で
す
。

「声」と「語り」をダウンロード！
今 が 旬 の 音 声 コ ン テ ン ツ 満 載

http://www.radiodays.jp
今最もブッキング困難な役者を揃えた特別対談。

絶妙な話芸と目から鱗の文化対談をお届けします。

◉戦後落語論

そのほか、面白くて物凄い、朗読や落語がいっぱ
いです。ラジオデイズサイトにようこそ！
※ご購入や無料ダウンロードには会員登録（無料）が必要です。

新作落語の旗手、そして

教祖的存在である三遊亭

円丈に、新進の落語作家

本田久作がからむ。落語

ファン待望の新作落語黎

明期の真相話が炸裂。

三遊亭円丈

本田久作

◉戦後詩人論
戦後作家の中心的存在で

あり鋭利な批評家でもあ

る高橋源一郎が、生粋の

詩人にして川端康成賞の

小説家でもある小池昌代

と現代詩について話し合う。

高橋源一郎

小池昌代

◉戦後マンガ家論
脳生理学者であり京都漫

画ミュージアム館長でもあ

る養老孟司と小林秀雄賞

受賞の現代思想家内田樹。

マンガに一家言あるこの

ふたりが存分に語り合う。

養老孟司

内田樹

を
務
め
ま
す
。
ネ
タ
は
そ
の
筋
の
方
々
に
は
ご
存
知

』
江
戸
東
京
を
舞
台
に
J
R

連
合
と
私
鉄
連
合
の
合
戦
の
幕
開
き
で
す
。

時
々
刻
々
変
化
す
る
戦
況
に
手
に
汗
握
る
新

続
い
て
登
場
は
遊
雀
師
匠
、
た
っ
ぷ
り

と
鉄
博
に
因
ん
だ
マ
ク
ラ
を
振
っ
た
後
、

』。
汽
車
の
時
間
に
間
に
合
わ

し
た
。　
　
　
　
　
　
　
（
ラ
ジ
オ
デ
イ
ズ
寺
和
尚
）

yu
ja

k
u

yu
ja

k
u

こ
の
人
の
声
が
聴
き
た
い
◉
2
月

脚
下
の
思
想
家

内
田
樹
さ
ん
（
思
想
家
）

k
o

m
a

ji

「オリンパスモビー寄席」携帯用特別コンテンツ

し
た
。　
　
　
　
　
　
　
（
ラ
ジ
オ
デ
イ
ズ
寺
和
尚
）

yu
ja

k
u

k
o

e
n
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